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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文は室温で動作する基本波型直交フラックスゲートマグネトメータの高分解能化と，安定動

作条件の解明に基づく回路の改良によって 36 チャンネル規模での心磁計測に成功し，更に，磁化

コイルとグラディオメータ一体構成によってセンチネルリンパ節同定用磁気マーカをリアルタイム

に 18 mm の深度で検出することに成功したもので，計測工学，生体磁気工学に寄与するところが

大きい．よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める． 

 

 

 

 

 

 


